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英文誌「Journal of Medical Ultrasonics」 

のインパクトファクター値について 

 
 Thomson Scientific 社が本学会英文誌「Journal of Medical Ultrasonics」に付与しているインパクトファク

ター値について、2012 年の値が決定しましたので報告致します。この値は、2012 年終了時に算出される

ため、この時期の報告となっております。 
 

インパクトファクター値(2012 年)：0.635 

 
 今回の値は、本学会英文誌の 2010・2011 年(Vol. 37, 38)に掲載された論文が、2012 年中にどれだけ

引用されたかを示しており、以下のように算出されています。 
 

① 
2012 年中に引用され

た論文数 
2011 年発行分：15 回 

計 40 回 
① ÷ ② =  

40 ÷ 63 = 0.635 
2010 年発行分：25 回 

② 
英文誌に掲載されて

いる論文数※ 
2011 年：32 論文 

計 63 論文 
2010 年：31 論文 

※ Thomson Scientific 社が独自の基準を用いて，2 年間に収載された論文をカウントしているため、実際に英文誌に

掲載された論文数よりも少なくなっています。 

 

＜2009 年からのインパクトファクター値の変遷＞ 

 
 
 付与されたインパクトファクター値は前年よりも高い値となりました。今後、さらに数値が上が

るよう編集委員会として一層努力して参りますが，会員の皆様には、奮って論文の投稿をお願い申

し上げます。 
 また、他誌へ論文投稿する際には、是非とも、本学会英文誌 Vol. 38(2011 年)以降に掲載された論

文を引用下さるようお願い申し上げます。 
 


